
ヘモグロビン症 　ヘモグロビン症は，赤血球にあるヘモグロビンの構造や生成にかかわる異常をあらわ

す遺伝性疾患である。赤血球の一部が鎌状に変形する鎌状赤血球症や，ヘモグロビンを

構成するグロビン鎖の生成における不均衡により生じるサラセミアなど，いくつかの種

類がある。ヘモグロビン症にかかっている人は，溶血性貧血（赤血球が早期に破壊され

るためにおこる貧血症），血流障害による生じる各臓器の機能障害，また血管閉塞によ

る疼痛発作などを経験する。その一方で，ヘモグロビン症は，マラリアに対して抵抗性

があるために，アフリカや地中海沿岸などのマラリア流行地では，生存に有利にはたら

く。なお，ヘモグロビンの異常は，地域によって異なる遺伝子多型を示す。遺伝子多型

とは，1人ひとりの遺伝子の塩基配列が一部異なることによって生じる遺伝子の差異であ

る。

グルコース-6-
リン酸脱水素酵素

（G6PD）欠損症

　マラリアが風土病となっているイタリアのサルディーニャ島では，サラセミアのほか

に，グルコース-6-リン酸脱水素酵素（G6PD）欠損症の人が多い。G6PD欠損症は，鎌状赤

血球症やサラセミアと同じく遺伝性であり，赤血球膜が損傷されて溶血性貧血を引きお

こす。G6PD欠損症の人も，マラリアを発症しにくいといわれているが，それは赤血球が

短時間で溶血してしまい，マラリア原虫が赤血球中で増殖できないからである。鎌状赤

血球症やサラセミアと同じように，この遺伝性疾患はマラリアが蔓延する地域で生きて

いくのに有利な突然変異であったといえる
1)
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